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青島雅夫教授・小山敏夫教授の
退職記念号によせて
法学部長 柳屋 孝安
青島雅夫、小山敏夫の両先生が２００８年３月末をもって関西学院
をご退職され、同年４月より関西学院大学名誉教授となられまし
た。両先生の関西学院、法学部への長年にわたる多大の貢献に心
より謝意を表するとともに、本号を両先生の退職記念号として刊
行し、両先生に献呈申し上げる次第です。
青島雅夫先生は、１９６８年４月に上ケ原にあった旧理学部に専任
講師として着任され、旧理学部においてドイツ語担当の教員とし
て３２年間にわたり教鞭を取られました。その後、２００１年に旧理学
部が三田に移転し、理工学部に改組されるに先立つ２０００年４月
に、縁あって、法学部に移籍いただき、引き続きドイツ語担当教
員として教鞭を取られました。この間、２００１年からは大学院言語
コミュニケーション文化研究科の指導教員として大学院での研究
指導にもあたられました。関学での先生の教員生活は通算すると
４０年もの長きに及びます。
先生は、理学部在職中は、教育面での貢献はもとより、学内行
政の面でも、学生副主任および学生主任を１０年以上にもわたって
担当されたり、入試実行委員長も９年担当される等、前例のない
貢献をされたことを伝え聞いております。法学部においても、在
籍期間は８年と旧理学部時代に比して短期間ではありますが、関
学における長年の豊富な経験に裏打ちされた十二分の貢献をいた
だきました。
ご研究の面では、ドイツ文学研究を志され、特にゲーテ研究に
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始まり、ヘルマン・ヘッセ研究に心血を注がれ、２００７年１２月には、
日本ヘルマン・ヘッセ友の会・研究会の会長として、『ヘルマ
ン・ヘッセ全集』（全１６巻、臨川書店、日本翻訳出版文化賞受賞）
を完結に導かれたことは特筆に値します。さらに、近年は『ヘル
マン・ヘッセ エッセイ全集』（全８巻）の刊行にも精力的に取
り組まれているところです。
先生は、温厚篤実なお人柄で、物静かな語り口で諭すようにお
話をされ、多くの学生や教職員から敬愛されてきました。先生に
は、われわれ若輩に対する変わらぬご指導をお願い申し上げると
ともに、法学部教職員一同、先生の今後のますますのご健勝とご
活躍をお祈りいたす次第です。
小山敏夫先生は、１９７４年４月に法学部に専任講師として着任さ
れ、以来、学部における英語担当教員、大学院言語コミュニケー
ション文化研究科指導教員として３４年間の長きにわたり教鞭を取
られました。ご定年まで２年の余力を残されてご退職されました
ことは、法学部にとり至極残念なことでした。
先生は、教育面にあっては、ご担当の英語の授業等において、
アメリカの文化や歴史、文学を中心とした教材を駆使して、言語
と文化の総合的な視野に立った教育を心がけられ、英語の言語ス
キルの習得を超えて、異文化コミュニケーションを基礎にした人
間形成に尽力されました。
また、先生は、法学部において、１９８０年代の、大学紛争の余燼
が残る難しい時期に学生主任を２回務められ、学部長の休職期間
中には教務主任とともに学部長事務取扱としての重責を果たされ
ましたし、その後も学部行政および学内行政に種々貢献されまし
た。
研究面では、先生は、アメリカ文学、なかでもウイリアム・
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フォークナー研究やアメリカの多元的文化研究に精魂を傾けら
れ、独創的な研究成果を数多くあげられています。そして、アメ
リカ文学関連の学会はもちろん、ウイリアム・フォークナー協会
の副会長等の重責を長年果たしてこられました。
先生は、温厚篤実なお人柄であられるとともに、何事もゆるが
せにしない生真面目さと状況変化に即応できる柔軟性とを併せ
持った方であるとの印象が強くあります。また、先生は、スポー
ツマンであり、教員組合のテニスサークルにおける重鎮として、
他学部教職員も含めて教職員間の親睦を大いに深められました。
先生には、今後とも、われわれ若輩に対し変わらぬご指導をお
願い申し上げるとともに、法学部教職員一同、先生の今後のます
ますのご健勝とご活躍をお祈りいたす次第です。
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